
































































How to link University Students Volunteer Activity with their career improving by Workshops
Osamu ISHIDA

















































































































































































































平成 24 年 3 月 1 日（13：40 〜 16：50）
2. ワークショップゲスト
加藤大吾：都留環境フォーラム代表理事
名もない救援隊隊長
萩原裕作：岐阜県立森林文化アカデミー
3. ワークショップ参加者
帝京科学大学の学生　18 名
4. ワークショップ内容
1） 自己紹介
2） 災害救援を行うきっかけ
3） 行動を起こす契機
5. ワークショップ内容の概要
1） 自己紹介と震災時の状況
2） 萩原さんは、きっかけというきっかけがなく、
震災直後に何かをしなければと思い立った。
ご家族の方も支援をすぐに開始していた。RQ
を立上げ、現地の状況を予想しながら何がで
きるかを考えた。周囲の人も話を持ちかけれ
ば、行動を起こせば、それに連なって変わっ
ていく。これまでの生活スキルやアウトドア
スキルが想像を超える状況で生きてくる。
　加藤さんは、震災の状況下で自分が動ける
状態にあることが救援活動の始めだった。行
政が被災地すべてを補うことはできないから
こそ、動ける人間が補えない部分をカバーす
る。名もない救援隊の活動。出来ることをな
んでもやっていいということで活動の抑制が
なくなり、自分が考える活動になった。救援
活動において行政と自衛隊が大きく関わって
いるが、双方で活動を行う範囲が異なるので、
NPO がその間を埋めることになる。
3） 災害救援の活動中心だが、何事においても行
動を起こすことの契機に繋がるような討論が
行えた。自分が置かれている状況を受け止め、
日常的に動ける状況にあるかを確認。また、
そのために時間を割けるかどうかの判断。情
報収集によって自分の持つ力を発揮できるか
どうかがわかる。行動を起こすことでどんな
いいことがあるかをイメージし、やりたいと
思った時に、それがスイッチになり行動を起
こした。
　自分の役割をしっかり理解する必要がある。
現場に行くだけが救援活動ではない。自分に
出来ることを行うことが必要。
6. 最後に
行動を起こすことは、やってみないとわからないこ
とがある。やってみて自分に合わないことを知るのも
収穫の一つ。限界を決めずにいろいろなことに挑戦
する。小さいことからコツコツとする。人の力が人を
動かす。行動の行程が重要ではなく、やったというこ
とが重要。行動を起こすときに、断られるのではない
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かというネガティブは一度何処かへ置いておく。なん
とかなることのほうが多い。
全体を通じたまとめ
5 回にわたる講義とワークショップの中で、学生
が得られたことは以下のようにまとめることができ
る。こうした経験を共有化することによって、学生
のボランティア参加の意義を高めることができると
思われる。
1　ボランティア活動への参加意識と行動
・ただ参加するだけではなく、常に向上心と目的を
自覚して行動すること。
・受け入れ側の状況を的確に把握して、常に意思疎
通をおこなうこと。
・社会には学生生活では知りえないことがあり、そ
れらに触れるチャンスを拡大していくべきこと。
・行動に意欲をもって、実際にやってみることは極め
て重要である。
2　ボランティアの本質的意味について
・ボランティアとは、自分が好きで行うことだけでは
なく、常に社会的に求められていることに対応して
いかなければならないこと。
・その中で、自己のキャリアアップを自覚的に形成し
ていくべきこと。
・ボランティアは見知らぬ人と接する場であり、人と
の協働、個人の関心、社会参加への意欲が形成
される場であること。
・災害は、人が究極状況に置かれていることもあって、
もっともボランティア活動が必要とされ、またそこ
で得られる内容は極めて大きく、したがって成長
の機会でもある。
ワークショップ形式による学生のボランティア活動とキャリア形成
